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民生常任委員会録 

 

1 開 催 期 日   令和 7年 6 月 2 日（月） 午前 10 時 00 分から午前 10 時 42 分 

 

2 開 催 場 所   市役所 5 階 委員会室 

 

3 出 席 委 員   滝久美子委員長、阿部勝義副委員長、川崎彰治委員、人見哲哉委員、藤田豊委員、 

鶴谷聡美委員、稲田保子委員 

 

4 欠 席 委 員   なし 

 

5 委 員 外 委 員   なし 

 

6 傍 聴 議 員   坂本覚副議長、桜井芳信議員、佐々木百合香議員、松本亜美里議員、児玉正輝議員、 

小玉淳子議員、大迫彰議員、山本博己議員、永井桃議員、佐藤敏男議員、 

小田島雅博議員、青木崇議員 

 

7 説 明 員   【財務部】 

           亀山貴宏財政課長 

【市民環境部】 

           阿部泰洋市民環境部長、高橋陽子市民生活課長、 

立野桃子市民生活・交通安全・市民参加担当主査、 

高山泰徳市民生活・交通安全・市民参加担当主査 

【保健福祉部】 

奥山衛保健福祉部長、林睦晃福祉課長、河合一高齢者支援課長 

【子育て支援部】 

及川浩司子育て支援部長、冨田英禎子ども家庭課長 

 

8 事 務 局   佐藤直人議会事務局次長、福嶋大議会担当主査 

 

9 傍 聴 者   1 名 

 

10 案 件 

 

 （1）議 案 第 6 号 北広島市控除対象特定非営利活動法人等を定める条例の一部を改正する条例について                             

（市民生活課） 

 （2）議 案 第 7 号 令和 7年度北広島市一般会計補正予算（第 1 号）のうち、歳出の総務費のコミュニティ 

施設管理費、民生費及びそれらに係る歳入。     （財政課、市民生活課、福祉課） 

 

11 報 告 案 件 

 【保健福祉部】 

  1 第 9 期介護保険事業計画期間における施設整備について              （高齢者支援課） 
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 【子育て支援部】 

  2 北広島市こども計画について                          （子ども家庭課） 

  3 保育施設及び学童クラブの入所状況について                   （子ども家庭課） 

 

 

議事の経過 

 

 

 

滝委員長 

ただいまから、民生常任委員会を開会いたします。 

本日の予定を申し上げます。 

本日の案件は、議案2件、報告3件でございます。 

なお、審査の順番は、次第に記載のとおりといたします。 

まず初めに、議案第6号 北広島市控除対象特定非営利活動法人等を定める条例の一部を改正する条例につい

て を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

阿部市民環境部長。 

 

阿部市民環境部長 

（理事者側説明） 

 

滝委員長 

高橋市民生活課長。 

 

高橋市民生活課長 

（理事者側説明） 

 

滝委員長 

質疑を行います。 

人見委員。 

 

人見委員 

この中でも説明はあったんですけども、指定NPO法人と認定NPO法人ついて、もう少し分かりやすく説明してい

ただければと思います。 

 

滝委員長 

高橋課長。 

 

高橋市民生活課長 

市指定NPO法人につきましては、個人市民税の寄附金税額控除の対象となるNPO法人を市の独自基準に基づき市

が指定するものです。一方、認定NPO法人につきましては、NPO法の基準により道が認定するものです。この認定
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NPO法人の指定を受けますと、個人住民税のほかに、所得税、法人税等についても税制の優遇が受けられるものと

なっております。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶものあり） 

以上で、質疑を終了いたします。 

討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶものあり） 

討論なしと認めます。 

議案第6号 北広島市控除対象特定非営利活動法人等を定める条例の一部を改正する条例について を採決い

たします。 

お諮りいたします。本案を原案のとおり可決すべきものと決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。本案は、誠意をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

暫時休憩いたします。 

 

午前10時 5分 休憩 

午前10時 6分 再開 

 

滝委員長 

休憩を解き、再開いたします。 

次に、議案第7号 令和7年度北広島市一般会計補正予算（第1号）のうち、歳出の総務費のコミュニティ施設管

理費、民生費及びそれらに係る歳入。 を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

亀山財政課長。 

 

亀山財政課長 

（理事者側説明） 

 

滝委員長 

質疑を行います。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

確認を含めて2点ほどお伺いします。まず、コミュニティ施設の低濃度PCB含有電気設備の更新ですけども、ま

ずこの団地住民センターのPCBの更新がこれで全て終わるのかが1点。それから、市が抱えている施設でPCBがまだ

残っていると思われる施設があるのかどうかお聞きします。 

2点目。コミュニティ施設整備費については宝くじの収益での事業だと思うんですけど、本市として、この事業

に毎年のように対象となる団体が手を挙げているのかどうかその実績をお答えください。 
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滝委員長 

高橋課長。 

 

高橋市民生活課長 

PCBの含有機器の関係についてのご質問にお答え申し上げます。他にPCB含有のものはないかというご質問だっ

たかと思うんですけれども、市民生活課の所管施設につきましては、産業廃棄物処理事業振興財団や北海道の資

料をもとに一通りの調査を行っておりまして、地区住民センター、住民集会所等の市民生活課所管施設について

は現時点でこれ以外の含有機器は見つかっていないところであります。ただ、北海道等の資料で点検対象になっ

ているのが、昭和52年3月以前の建物における、昭和47年以前の照明器具となっておりますけれども、それ以降の

機器についても、平成元年までは再生油が使われていた関係で、意図しない微量のPCBの含有が確認された事例も

あるということを伺っておりますので、引き続き調査が必要であると考えております。市民生活課以外の所管施

設の部分につきましては、現在、総務課を中心に、施設の各所管課において調査をしているところでございます。 

次に、コミュニティ助成事業の関係ですけれども、令和4年から令和6年までは、この助成金の実績はなかった

ところなんですけれども、令和3年以前は、ほとんど毎年、各連合町内会や単位町内会におきまして、申請交付の

実績がございます。 

 

滝委員長 

藤田委員。 

 

藤田委員 

再質問します。今微量のPCBが含まれている可能性のあるっていうお話が課長から出て、調査するとありまし

た。その調査はいつ頃までに終えるものなのか。それからもう一つ、コミュニティ施設整備事業について、これ

は宝くじの収益をもとにしたもので、一定の条件を満たした団体が申請できるということですけど、私に関係す

る町内会長さんに聞くと、この制度を知らない方も結構いらっしゃるんですよね。町内会長が1年2年で変わると

こういう制度自体も知らないまま変わってしまっているという実態もあるようなので、この助成金もなかなかハ

ードル高いんでね。どの町内会でも簡単に申し込めるようなものではないんですけど、制度について町内会のほ

うに、定期的に何かの機会でお知らせしてはいかがと思うんですけど、それについて聞いて終わります。 

 

滝委員長 

高橋課長。 

 

高橋市民生活課長 

まず、PCBの追加調査をいつ頃まで行うかというところなんですけれども、低濃度PCBの処分期限が令和9年3月

3月31日までとなっておりますので、明確に調査をいつ頃までということは現時点では申し上げられないんです

けれども、処分期限に間に合うように行っていくことになるかと思います。 

また、コミュニティ助成事業の周知の関係でございますけれども、現在、市のホームページ及び広報紙で、例

年9月頃に募集をしているところでございますけれども、もっと多くの自治会町内会に知ってもらえるような工

夫について検討してまいりたいと思います。 

 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶものあり） 

以上で、質疑を終了いたします。 

討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶものあり） 

討論なしと認めます。 

議案第7号 令和7年度北広島市一般会計補正予算（第1号）のうち、歳出の総務費のコミュニティ施設管理費、

民生費及びそれらに係る歳入。 を採決いたします。 

お諮りいたします。本案を原案のとおり可決すべきものと決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。本案は、総意をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

暫時休憩いたします。 

 

午前10時14分 休憩 

午前10時15分 再開 

 

滝委員長 

休憩を解き、再開いたします。 

次に、保健福祉部から1件、子育て支援部から2件の報告があります。 

高齢者支援課から 第9期介護保険事業計画期間における施設整備について 報告を受けます。 

河合高齢者支援課長。 

 

河合高齢者支援課長 

（理事者側報告） 

 

滝委員長 

質疑を行います。 

人見委員。 

 

人見委員 

令和6年度の公募により定員29名の一般事業者の開設が決定しているとありますけども、その決定した事業者

の種別はどのようなものなのか教えてください。 

 

滝委員長 

河合課長。 

 

河合高齢者支援課長 

令和6年度の事業者選考に当たりまして決定した事業者につきましては、特定施設入居者生活介護ということ

で決定しております。 

 

 

滝委員長 

人見委員。 
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人見委員 

その施設の種別というのは有料老人ホームなのか、サービス付き高齢者向け住宅なのか、軽費老人ホームなの

か、その辺についてお聞きしたかったんですけども。 

 

滝委員長 

河合課長。 

 

河合高齢者支援課長 

種別につきましては、軽費老人ホームということで予定しているところであります。 

 

滝委員長 

人見委員。 

 

人見委員 

残り70床程度募集しているわけですけども、そこがまた軽費老人ホームでも問題はないという考えですかね。 

 

滝委員長 

河合課長。 

 

河合高齢者支援課長 

軽費老人ホームでも問題はありません。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶものあり） 

以上で、質疑を終了いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

午前10時20分 休憩 

午前10時21分 再開 

 

滝委員長 

休憩を解き、再開いたします。 

次に、子ども家庭課から 北広島市こども計画について 報告を受けます。 

及川子育て支援部長。 

 

及川子育て支援部長 

（理事者側報告） 

滝委員長 

冨田子ども家庭課長。 
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冨田子ども家庭課長 

（理事者側報告） 

 

滝委員長 

質疑を行います。 

稲田委員。 

 

稲田委員 

保育施設など、定員数の大幅な増加というのは大変すばらしいことだと思いますけれども、子育て中の保護者

の方たちから耳にするのは、やはり経済的な支援ということを多く耳にします。例えば、出産のお祝い金だとか、

給食費の問題ですとか、器は充実してきたようですけれども、経済的な負担がとても多く、それから不登校だと

かいろいろな問題もございますけれども、子どもと接する時間が多くなれば、解決の糸口になるんではないかと

いう声も聞いておりますが、認識はいかがでしょうか。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

国におきまして、こども未来戦略というものを策定しておりまして、各種施策の充実が図られたところであり、

出産前後の給付金につきましても法定化をされたところであります。また、国において各種支援制度の拡充が今

図られているところでありまして、本市におきましても、これらについて今反映をして行っているというところ

であります。 

 

滝委員長 

稲田委員。 

 

稲田委員 

確か市のお祝いでは、出産の場合に樹木をプレゼントするっていうのがありましたよね。そのほか、市として

の特別なお祝い金があるのか。伺います。 

 

滝委員長 

 冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

先ほど申し上げましたように国において、出産前後の給付金が法定化されまして今年度から施行したところで

あります。国においては、各種制度の拡充をしているところであり、児童手当につきましても昨年度から増額を

されていると、あるいは範囲を広げたというところでありますので、国の動向を注視しながら対応しているとこ

ろであります。 

 

滝委員長 

稲田委員。 
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稲田委員 

定住促進という意味でも、子育て世代の家庭がなかなか移住してくれないという、例えば学校、学校の将来も

不安になっておりますけれども、他市町村で子育て世代の人口が増えているところは、行政としての支援、経済

的な支援がとても、優遇されていると思うんですがその辺の認識はいかがでしょうか。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

市としましては、現在貧困に類する家庭に在籍している中学生を中心に子ども未来応援事業等を実施している

ところでありまして、今後も他市の動向等も注視しながら国の政策を反映していきたいというふうに考えている

ところであります。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

2項目ほど、お聞きします。今回の計画策定で高校生のオブザーバーということで、その例が何項目か反映され

たという課長から説明ありましたけども、ホームページに載せたとありますが私詳しく見ていないもんですから

確認で、今回市としては何項目ぐらい子どもたちの意見を具体的に計画に盛り込んだのかっていう、項目の数を

教えてください。 

それともう1点、この計画は一応5年間の計画でつくったと思うんですけど、今後この5年間の間の中で、こうい

う子どもたちの意見を聞く場は毎年設けるのか。それともこの5年間はこのままで行って、5年後にまた子どもの

意見を聞く場を設けるのかその辺の取り組み方についてご説明願います。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

件数としましては、こちらのほうで数字という形ではないんですけれども、このような意見がございました。

「事業の認知度や積極的な周知活動が大切である。」「少数派を見落とさない子育て支援が大切である」「子ど

もの居場所が増えていくと保育教育を充実してほしい」などの意見が出されましてそれぞれこういう形で反映し

ましたという具体的な内容につきまして、ホームページに掲載をしたところであります。 

次に計画の見直しの関係でございますけれども、5年間の計画となっておりますが、事情の変更に応じまして随

時見直しをしていくこととしているところであります。国におきましては、全計画におきましても中間年度の見

直しという一定の基準を設けまして、見直しをするということを伝えているところでありまして、今回の計画に

つきましても国の基準に該当するものでありましたら、中間年度の見直しを行っていく際に子どもの意見等も反

映してまいりたいと考えております。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 
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鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

子ども計画に関する報告に関連して、ホームページに掲載されていると子ども、若者の意見ということで子ど

も向けの資料掲載されていること、作成していただいたことは評価したいと思います。質問ですけども、概要版

の資料のうち、後半の最後のほうのページです。6ページ7ページのほうに、取り組む事業についての一覧が掲載

されています。このうち、これまで一般質問でも新規事業に関することについてお尋ねしてきていたんですが、

今回のこの資料のほうに子育て世帯訪問支援事業など、新規という文字の記載が具体的に載ってきています。そ

れぞれ、どのような新たな内容の事業が行われるのか、現時点でどのような取組が行われるものなのか、現時点

わかっている範囲で、説明をお願いしたいと思います。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

今回児童福祉法の改正に伴いまして、事業が新しく創設をされたところであります。まず、子育て世帯訪問支

援事業についてでありますが、家事・子育て等に対して不安や負担を抱える子育て世代、妊産婦とヤングケアラ

ー等がいる家庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・子育て等の

支援を実施するというものでございます。こちらにつきましては現在一体で事業を実施していただける事業者を

こちらのほうから探しているというような段階でございます。できれば計画期間内の早めに実施をしていきたい

というふうに考えているところであります。 

次に、新しくできた事業の二つ目ですが、児童育成支援拠点事業とありましてこちらにつきましては、現在私

どもの児童活動センター「さとっぴー」で既に実施しているものが法定化をされたものであります。 

次に親子関係形成支援事業というのがありまして、こちらはグループワーク、ロールプレイを通じて、ペアレ

ントトレーニングを行うという事業となっております。こちらにつきましては、事業を受けて欲しい方と受けた

い方のマッチングが非常に課題となっているとこでありまして、現在計画の進捗状況を管理していく中で実際に

利用したい世帯数を見極めていき、今後需要が発生した場合は支援体制の整備を検討していきたいというふうに

考えているところであります。 

それから、子ども子育て支援法の改正に伴いまして、乳児等通園支援事業、いわゆるこども誰でも通園制度と

いうのが来年度から給付化されます。これにつきましては現在事業者について打診を行っているところでありま

して、来年度からの給付化に向けまして、現在協議を進めているところであります。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶものあり） 

以上で、質疑を終了いたします。 

 

滝委員長 

次に、保育施設及び学童クラブの入所状況について 報告を受けます。 

及川部長。 
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及川子育て支援部長 

（理事者側報告） 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

（理事者側報告） 

 

滝委員長 

質疑を行います。 

人見委員。 

 

人見委員 

では2点質問します。まず1点目ですけども、令和7年度では7名の潜在待機児童がいるという状況ですけども、

これ4月1日現在ですけど、2か月たった今解消されているのか、また解消されなければ、その見通しはどうなのか

まずお尋ねします。 

2点目、学童クラブのことですけども、例えば入所状況で、先ほど全員が登校するわけじゃないから大丈夫だと

いう話でしたけど、その中でも北広島学童クラブとか東部学童クラブなど五つの学童クラブで、入所児童数が定

員をオーバーしているけど、この辺について問題ないのか、もう一度改めてお尋ねします。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

直近の6月1日現在において待機児童は引き続きいないところであります。潜在待機児童数は4月1日では7人で

したが6月1日現在では今8人ということになっております。特定の園を希望するなどの私的理由の方などが潜在

待機となっている状況であります。なお育児休業の延長を図られる方もいらっしゃいますので、現在のところこ

の特定の方につきましてはその部分で出していると捉えているところであります。 

次に、学童クラブの定員を超えての受入れについてでありますが、各クラブにつきましては4月1日の登録児童

数が最大となっておりまして、そこから暫時減っていくというような状況にあります。現在のところはかなり空

いている状況になっているというところであります。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

2点ほど確認の意味でお聞きします。まず保育所と学童ですけど、私の認識では、エアコンの設置はほぼ終わっ

たのかなという認識ですが、それでいいのかどうか。職員卒も含めて、冷房の対策をきちっととられているのか

が1点。 

それから、公立の保育園ですけども、駅前に新しい民間の保育所もマンションの完成とともにできるというこ
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とで、今後いわゆる公立の保育園を建て替えするのか統合するのか含めて、それも恐らく視野にも入ってきてい

ると思うんですけど、今後公立保育所の建て替え及びその考え方、そういう計画は立てているのか、それともこ

れから立てる予定なのか見通しについて、説明をお願いします。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

保育所と学童のエアコンにつきまして、公立についてはもう全部整備が終わっているところでありまして、私

立の保育所につきましては、昨年度熱中症等対策事業におきまして、希望する園にエアコン等の整備を行ったと

ころであります。 

次に、公立保育所の建て替えについてでありますけども、現在公立の保育所が持つべき機能についての整理を

行っているところでありまして、その整理の協議を進めていく中で、公立の在り方についてもあわせて整理をし

てまいりたいと考えているところであります。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

学童クラブの入所状況について確認します。児童数の推移についてと現時点で定員を超えている登録が4月1日

現在ではあるということで理解いたしました。対して、曜日によって習い事など、登所しない児童も一定程度は

いるということは認識しているんですけども、その登所率というんでしょうか登所の状況について、現時点でど

のような割合なのか把握しているのか伺います。 

 

滝委員長 

冨田課長。 

 

冨田子ども家庭課長 

登所率についてお答えを申し上げます。大体の昨年度実績をお答え申し上げますとおよそ52%の登所率となっ

ているところでありまして、入所児童数は年度当初が最も多くその後減少していくというところでございますの

で国の基準を満たした中で、待機児童を出さずに入所希望を受入れているというところでございます。 

 

滝委員長 

ほかにございませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶものあり） 

以上で、質疑を終了いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

午前10時41分 休憩 

午前10時42分 再開 
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滝委員長 

休憩を解き、再開いたします。 

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

本日の委員会は、この程度にとどめたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。 

これにて本日の委員会を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

 

午前 10 時 42 分 終了 

 

委員長 


